
会 議 録

会 議 名 平成２８年度 第１回東松山市いじめ問題対策連絡協議会

開 催 日 時 平成２８年７月１３日（水）

開 会 １５時００分

閉 会 １６時３０分

開 催 場 所 東松山市総合会館３階 ３０３会議室

会 議 次 第

１ 開会         ２ 委嘱状交付

３ あいさつ       ４ 自己紹介

５ 協議

（１）会長職務代理の選出
（２）本紙のいじめの現状、いじめ防止等の取組状況について
（３）いじめ問題等に係る各関係機関の取組について
（４）その他

６ その他        ７ 閉会

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数    ３人

非公開の理由

（非公開の場合）

委員出欠状況

会 長 市川 俊実 出席 委 員 松井 明彦 出席

副会長 大島 規盟 出席 委 員 堀内 節雄 出席

委 員 大谷 一義 出席 委 員 大澤 文公 出席

委 員 關根 敏雄 出席 委 員 天貝 ひとみ 出席

委 員 関口 幸愛 出席 委 員 吉澤 由香 出席

委 員 新 阿弥 出席 委 員 宮林 薫 出席

委 員 金子 ヨリ子 出席

事 務 局

教育長 中村 幸一 教育部長 澤田 喜雄

教育部次長 関口 敬氏 学校教育課長 鈴木 寿

主任指導主事 吉岡 武志 指導主事 久保田慶一

様式第３号（第８条関係）



次   第 顛               末

１ 開  会 事務局：学校教育課 鈴木課長

２ あいさつ 中村教育長

３ 自己紹介 各委員及び事務局が名簿順で自己紹介

４ 協  議

（１）会長職務代

理の選出等

について

（２）本市のいじ

めの現状に

ついて

（市川 委員長）

・会長職務代理として、大島 規盟委員を指名。

・今回の会議に係る議事録の確認を行う委員として、堀内 節雄委員及

び大澤 文公委員を指名

（事務局より資料の説明）

平成２７年度に認知されたいじめの件数は、小学校では２７件、中学

校では１７件です。

本市では、重大事案は起きておらず、いじめとして認知されたものは、

１００％すべて解決しています。

（新委員）

携帯電話のいじめは、この数値の中に入っていますか。

（事務局）

平成２７年度の結果には、入っておりません。

（關根委員）

誹謗中傷をした生徒がおり、対応したことがあります。

（大谷委員）

本校でも認知されてはいないが、陰に隠れたものもあると思われます。

（関口委員）

ＬＩＮＥによるトラブルがありました。学校だけではなく、家庭にも

注意を再三呼び掛けています。

（金子委員）

いじめられた理由や、いじめる理由など、お互いの背景を教えてくだ

さい。

（事務局）

認知件数の表には、具体的な内容までは載っていませんが、解決に向

けて、その時点だけではなく、その後の経過も見ながら、継続的に取り組

んでいます。



（３）関係機関の

取組

小学校の取組

（關根委員）

 大岡小学校は小規模校で、児童数は１２１名です。今年の新入生は１

１名という小さな学校です。子供たちは素直で落ち着いていますが、家

庭環境が様々であり、生徒指導上の問題があることは大・中規模校と同

じです。年度が始まる段階で、子供たちの写真を撮り、職員室と校長室

に掲示し、全職員に顔と名前がわかるようにしています。５月という早

い段階に家庭訪問週間を設定し、家庭の状況を把握しています。終業式

の午後に、地域の民生委員さんとの情報交換も行っています。校内人権

教育いじめ防止研修会や、児童との二者面談、保護者も交えた三者面談

も行っています。また、いじめ対策委員会も通年で設置してすぐに対応

できるようにしました。

成果と課題として、保護者からは２件ほど連絡があり、担任が個別に

話を聞いて対応を行いました。学童保育の指導員からも、子供たちの話

の内容を、情報提供していただいたこともありました。

 保護者の多様化、学校の多忙化により、今後はどう対応していくかと

いう不安もあります。

（天貝委員）

「校内人権教育いじめ防止委員会」の出席者は、どんな構成なのですか。

（關根委員）

校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、養護教諭です。

（天貝委員）

保護者は入っていないのですか。

（關根委員）

はいっていません。

（天貝委員）

どのくらいのペースで開催されるのですか。

（關根委員）

定例で開催されるわけではなく、去年は１回の開催でした。



中学校の取組 （関口委員）

情報化の時代ですので、小学校のころからスマートフォンなどを使っ

ている生徒が多いです。使う以上は、正しい使い方を身に着けてほしい

ので、子供たちや家庭に対して度々話をしています。生徒会が全校児童

にアンケートをとったところ、迷惑につながる行為、時間帯を考えない

メール送信など、相手のことを考えない行動が多くみられました。そこ

で、トラブルにつながる行動をなくしていくことをねらって、３Ｓ運動

を行っています。（Sumaho Stop Sns）
 次に、子供たちに必要なのは自分の居場所であると考えます。そこで、

担任と生徒での交換日記を行っています。生徒が書いてきた日記に、担

任がコメントを書くという活動を続けることにより、担任と子供たちの

距離が近くなり、子供たちは担任に対して安心して悩みを相談できるよ

うになります。この活動を続けることにより、いじめ問題を解決する一

つの手立てとなりうると考えています。

 相手に対して適切な言葉遣いができず、誤解が生じ、人間関係が崩れ

るということが多くみられます。学級活動の時間等を使って、コミュニ

ケーションをどう考えるかを課題として、取組を行っています。学期に

１回研究授業も行い、教員の指導力向上にもつなげていく考えです。

 最後に、地域の方にご協力いただき、ボランティア活動を行っていま

す。地域の方との交流により、豊かな心の育成を図っています。

（新委員）

 交換日記は強制なのですか。

（関口委員）

 クラスによってやり方は違うが、様々なアプローチから全員が書ける

ような取り組みを行っています。

（新委員）

 担任の先生は忙しいと思いますが、コメントが全員に書けるのですか。

（関口委員）

 書いています。



児童相談所の取組

警察の取組

法務局の取組

（松井委員）

いじめかどうかはわからないが、学校に行けない、引きこもっている

という児童生徒が相談に来ますので、お子さんやご家庭に対して、支援

を行っています。そういったお子さんは、自己肯定感を喪失しており、

他人との人間関係の構築ができず、今後社会生活を営むうえで、大きな

問題になっていきます。そのような相談が保護者からあった場合は、ま

ずはお子さんを認めてあげてください、親子関係に問題があるようなら、

児童相談所に相談してくださいと伝えています。

 最近は、児童虐待に対応することが多く寄せられます。児童虐待とい

じめは、力関係の濫用という構造が似ています。相談の中でいじめと思

われる案件があれば、教育委員会や学校と情報交換しながら、丁寧に対

応を行っております。

（金子委員）

２０年近く引きこもりのお子さんは、解決することができるでしょう

か。

（松井委員）

相談に応じていただけるかどうかがポイントであり、そこからどうい

った援助が行えるかを考えていく必要があります。

（堀内委員）

小学校・中学校との情報の共有を大切にしています。いじめを発見す

る際に重要なのは、子供のサインを見つけることです。サインを出させ

るような環境づくりを行っていくことが必要です。いじめられている者

が頼れる環境を作っていくことも大切です。

（大澤委員）

法務局では、子供の人権を守ろうという活動の中で、啓発活動、人権

相談、それに基づいた調査救済という二本柱で行っています。

啓発活動としては、小学校では「人権の花運動」、中学校では「人権作

文コンテスト」を行っています。人権教室では、各電話会社と連携を行

い、携帯電話の正しい使い方についての講習会を含む人権教室を計画し

ています。

 調査救済に関しては、「子どもの人権ＳＯＳミニレター」の返信を、人

権擁護委員さんにお願いしています。その相談の中で、危ないものは、

教育委員会・学校と連携を取りながら救済を行っています。去年、東松

山管内では、１件ありました。



ＰＴＡの取組

主任児童委員の取組

（４）その他

（大島委員）

学校ごとに人権教育講演会を行っています。例えば、青鳥小学校では、

ＳＮＳの運営会社の担当者を招き、その危険性や正しい使い方について

の講演会を行いました。新明小学校も携帯電話会社より、携帯電話の使

い方の指導を受けました。

（中村教育長）

携帯会社にお願いすると来てくれるので、中学校では各校、小学校で

も行っています。小学校でも５・６割の児童は携帯を持っているが、最

終的には家庭の中でルールを決めてもらいたいです。

教育委員会では、校長会と連携して、「ノーゲームデー」として、家族

と話をしたり勉強をしたりする日を設定しています。

（吉澤委員）

主任児童委員は１４名おり、各担当校区の行事や地区懇談会、連絡協

議会等に積極的に参加し、情報交換をしています。発達障害や虐待、ネ

グレクト、貧困等が不登校やいじめの原因になることも多いので、そう

いう状態にいち早く気づき、地域の民生委員と連携をとり、訪問をした

り子供に声掛けをしたりという活動をしています。また、子供たちの登

下校を見守り、子育てサロンへの参加も行っています。

 主任児童委員の中で出てきた意見としては、「大人がいじめはダメだと

か、許さないとか声高に言うことで、子供たちの間に深く狭く進行して

いくのではないか。」ということがあげられます。自分に不満があると、

そのはけ口として他人をターゲットにしてしまうので、一人一人の子供

たちの満足度をあげていくことが大切です。そのために、意識的に肯定

的な声掛けを行っています。

５ その他
（事務局より連絡）

次回の会議開催は、平成２９年２月を予定

４ 閉 会 事務局：学校教育課 鈴木課長

 上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。

  平成２８年 ８月 ９日  署名委員  堀内 節雄  

               署名委員  大澤 文公  


